
ゼロカーボンくしろ・地域の話題

知る・学ぶ・動く
ゼロカーボンくしろ発信者育成プログラム

北海道釧路総合振興局

2月8日(木)、まなぼっと幣舞にて「知る・学ぶ・動くゼロカーボン
発信者育成プログラム」第3回研修会を開催しました。

今回は、北海道標茶高等学校による
プレゼン「届け道東の魅力～人と自然
を繋ぐ為に～」（全国ユース環境活動
発表大会北海道大会審査員賞受賞作品）
、釧路町役場によるワークショップ
「若者世代にゼロカーボン認知度
を高めるためのスマホアプリのゲーム
を考えよう」を実施し、これまでの研修会で得た知識や意識変化
をベースに、モニター間で活発な意見交換をしました。

標茶高校の環境活動に対する熱意や問題意識に感心し、ワーク
ショップで出た様々な案は非常に楽しいものでした。
研修会はこれで終わりとなりますが、モニターの皆様には引き続き

高い意識を持って、周囲によい影響を与えて欲しいと願っています。
モニターの皆様そして全３回に亘る研修会にご協力頂いた関係者の皆
様、大変ありがとうございました。
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出前授業（その２）
（知る・学ぶ・動く ゼロカーボン北海道in釧路推進事業）

出前授業（その１）
（知る・学ぶ・動く ゼロカーボン北海道in釧路推進事業）

2月13日（火）釧路公立大学地域経済研究センターにて、帰山雅秀北
海道大学名誉教授により「地球温暖化がサケに及ぼす影響」の講演を
実施して頂きました。参加者75名と大盛況であり、活発な意見交換が
なされました。
帰山名誉教授様、ご講演頂きありがとうございました。

2月14日（水）釧路町立昆布森小学校にて、帰山雅秀北海道大学名誉
教授により「地球温暖化でサケが減ってきちゃった」の講演を実施し
て頂きました。アットホームな雰囲気の中、児童による積極的な発言
もあり、とても微笑ましい授業となりました。
帰山名誉教授様、2月13日（火）から2日間に亘ってご講演頂きありが

とうございました。
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第５２回くしろ消費者まつり

2月3日（土）、2月4日（日） 釧路市観光国際交流センターにて、第
５２回くしろ消費者まつりに出展しました。
北海道庁で利用推進している「北海道ゼロチャレ！家計簿アプリ」の

インストールキャンペーンの他、エゾシカに関する展示及び体験コー
ナー（角輪投げ、ハンターなりきり写真撮影）を実施しました。

出前授業（その3）
（知る・学ぶ・動く ゼロカーボン北海道in釧路推進事業）

2月22日（木）釧路センチュリーキャッスルホテルにて、佐々木貴信
北海道大学教授により「道産木材の利用と課題」につき講演を実施して
頂きました。
釧路地区森林組合振興会の役職員研修会での講演でしたが、森林組合
役職員の皆様には関心の高い内容であり、活気ある講演となりました。
佐々木教授様、悪天候の中、札幌からお越し頂き、ありがとうござい
ました。


